
  

世田谷区環境基本計画（後期） 
２０２０年度（令和２年度）～ ２０２４年度（令和６年度） 

【 概 要 版 】 
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1. 世⽥⾕区のめざす環境像                           
自然の力を活かし、また人の暮らしを自然と調和したものにしていくインフラや文化を介在させながら、

自然の力と人の暮らしが相互に支え合い、豊かな未来へとつながっていく社会をめざします。 
 

 
 

 

世田谷区では、２０１５年（平成２７年）３月に策定した「世田谷区環境基本計画」の見直しを行い、新たに「世田谷区環境基本計画（後期）」を策定しました。前期計画の点検・評価の結果を踏まえ、区を取り 

巻く社会状況へ対応し、関連計画との一層の連携強化を図ることで、「めざす環境像」や「基本目標」の実現をめざします。 

今後はこの計画に基づき、環境に関する施策全般を計画的に進め、多くの区民、事業者の皆さんと連携して取組みを進めていきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

4. 後期計画の実施に当たっての重視すべき視点               
前期計画の評価等を踏まえ、以下の後期計画の実施に当たって重視すべき視点に基づき、実効ある施策な

どを行っていきます。 

 
 

 
 

 

 

5. 推進体制                                     
区は、ルールづくりや事業の実施・効果検証を行うとともに、環境情報等の提供や地域の取組みに対する

積極的な支援等にも努めます。 

また、下の図における各活動主体とのネットワークづくりに取り組み、環境保全活動の輪を波及させます。 

さらに、環境審議会へ進捗を報告するとともに、そこでの意見を踏まえ、取組みを進めます。 

6. 進⾏管理                                     
区民、事業者、区は「PDCA サイクル」に基づ 

き、めざす環境像の実現に向けた5つの基本目標に 

ついて、定期的に進捗状況の点検・評価を実施し、 

計画の継続的な改善を図ります。 

 

 

 

自然の力と人の暮らしが豊かな未来をつくる 

〜環境共生都市せたがや〜 

 

3. 計画の基本⽬標と各主体の役割                      
めざす環境像の実現のため、５つの基本目標を設定し、 

区民や事業者は「環境行動指針」、区は「６４の施策」 

に取り組んでいくとともに、「区民・事業者との協働リ 

ーディングプロジェクト」を進めていきます。 

 
 

 
 

 

 

 

2. 環境像の指標                                  
環境像の実現度合いを反映する指標として、次の指標を用います。区民、事業者、区の様々な取組みによ

り、目標達成をめざします。 
 

 
 

 

※指標の把握・管理方法 

○みどり率（目標は２０３２年（令和１４年）まで）…みどりの資源調査 

○エネルギー消費量…オール東京６２市区町村共同事業「みどり東京・温暖化プロジェクト」調査 

○再生可能エネルギーを利用している区民の割合…「世田谷区環境に関する区民意識・実態調査」の有効回答者のうち、再生可能エネルギーを利用していると回答

した区民の割合 

○環境配慮行動をしている区民の割合…「世田谷区環境に関する区民意識・実態調査」の有効回答者のうち、設問において一つでも「いつもやっている」「時々や

っている」などと回答した区民の割合 
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基本⽬標１【⾃然】 

みどり豊かな潤いのあるまちをつくります 

【区⺠の主な環境⾏動指針】 
□地域の⾝近な⾃然環境に対する興味と関⼼を⾼

めます。 
□接道部や⾓地での樹⽊の保全・創出に努めます。 
□公園等の維持管理に積極的に協⼒し、地域のみ

んなが気持ちよく利⽤できるようにします。 
□⾃宅で花や緑を育てる、⽣垣 

をつくるなど、みどりを増やす取 
組みに協⼒します。 

 

【事業者の主な環境⾏動指針】 
□世⽥⾕産農産物「せたがやそだち」を積極的に購

⼊・加⼯・販売するなど、農地の保全と地産地消に
協⼒します。 

□建物の外観や⾊彩が周辺の街並みと調和するよう
配慮するなど、⾵景づくりに協⼒します。 

□道路や駐⾞場などの舗装については、透⽔性を確
保するよう努めます。 

□⾬⽔を貯留して雑⽤⽔等に使⽤することで、⽔資
源の有効活⽤に努めます。 

【区⺠・事業者との協働リーディングプロジェクト】 
①せたがやカレープロジェクト（基本⽬標４とも関連） 

区⺠団体、農業関連団体、学校と連携して、世⽥⾕産農産物「せたがやそだち」 
などを使い、カレーなどをつくるイベントを実施することで、⽣物多様性への関⼼の向上 
や、住宅都市の農業や農地が持つ多⾯的な機能に対する理解を促していきます。    収穫した農産物を使った料理づくり 
 

②ちょこっと空間づくりプロジェクト 
区⺠参加により、個⼈宅の庭やベランダ、商店街などで⽣きものが⽴ち寄る場をつ 

くる⼯夫を進めることで、⽣きものの⽣息・⽣育空間を増やします。 
 
 

バードバス 

 
 

 

関連する SDGｓ 
の⽬標 

【区の主な施策】 
□国分寺崖線の保全                      
□⽣物⽣息空間の保全・回復とネットワーク化        
□社寺林や屋敷林など地域の歴史を伝えるみどりの保全  
□都市農地の保全                        
□地域にあったみどりの創出                   
□地域住⺠との協働による公園緑地の整備・維持管理  

□みどり豊かで住みやすいまちの形成 
□⾵景づくりの推進 
□緑化の促進に向けた意識啓発 
□健全な⽔循環の回復と⽔環境の改善 
□⽔辺と緑の⼀体的な整備による親⽔空間の確保 
□災害に備えた⽔環境の整備 

【区の主な施策】 
□再⽣可能エネルギーの活⽤による地産地消の推進                      
□再⽣可能エネルギー活⽤に向けた普及啓発        
□再⽣可能エネルギー活⽤促進に向けた情報集積とネッ 

トワークの形成 
□⼤規模建築物等におけるエネルギーの有効利⽤の促進                        
□公共施設における再⽣可能エネルギー設備の導⼊                   

【事業者の主な環境⾏動指針】 
□太陽光発電や太陽熱利⽤設備等を事業所に設

置し、再⽣可能エネルギーを事業活動に取り⼊れま
す。 

□事業所の電⼒を再⽣可能エネルギーで賄うなど、⾃
⽴・分散型エネルギーシステムの導⼊を積極的に検
討します。 

□SDGｓ（持続可能な開発⽬標）などを参考に、
⾃社の事業の中で、省エネや再⽣可能エネルギーの
利⽤に役⽴つなど公益に寄与できる製品やサービス
の開発、普及に努めます。 

基本⽬標2【エネルギー】 

脱炭素社会に役⽴つエネルギーの利⽤拡⼤と創出をめざします 

【区⺠の主な環境⾏動指針】 
□⾃然が⽣み出すエネルギーは環境にやさしいことを

理解し、太陽光発電や太陽熱利⽤設備等を設置
し、再⽣可能エネルギーを⽣活に取り⼊れます。 

□区が主催するイベント等に参加し、⾃然が⽣み出す
エネルギーの⼤切さを学び、再⽣可能エネルギーな
どに関する知識の向上に努めます。 

□電⼒の購⼊先を選ぶに当たっては、主に再⽣可能
エネルギーからつくられた電⼒を利⽤するよう努めま
す。 

□世⽥⾕区みうら太陽光発電所の運営と活⽤ 
□⽔素社会に向けた取組み 
□交流⾃治体等との連携による再⽣可能エネルギー 

の利⽤拡⼤ 
□交流⾃治体等とのネットワークの形成と情報発信 
□再⽣可能エネルギーの導⼊促進 

 
 

 

関連する SDGｓ 
の⽬標 

【区⺠・事業者との協働リーディングプロジェクト】 
③全ての家をもっとエコに︕ 

「世⽥⾕区環境配慮型住宅リノベーション推進事業補助⾦」や国・東京都の補助⾦等を活⽤して、環境に配慮し
た住宅に改修または改築しやすくするために、区⺠や事業者に対して積極的に情報提供を⾏います。 

それとともに、住宅メーカー等との協働によるセミナー・相談会や環境イベントの開催等を通じて、省エネルギー住宅
の普及に努めます。 
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基本⽬標3【ライフスタイル】 

環境負荷を抑えたライフスタイルを確⽴します 

【区⺠の主な環境⾏動指針】 
□住宅の断熱性の向上、⾃然の⾵や光を活かした通

⾵・採光等を取り⼊れ、省エネ性能を⾼め、⻑く住
み続けられる住まいのあり⽅を⼯夫します。 

□買い物の際には、レジ袋や使い捨てとなるプラスチッ
クの材料・容器・ストローなどを使⽤しないように努め
ます。 

□⾷材等は必要なものだけを購 
⼊し、⾷べ残しや賞味期限切 
れの前に消費します。 

【事業者の主な環境⾏動指針】 
□国が実施する「ＣＯＯＬ ＣＨＯＩＣＥ」に対す

る取組みに賛同し、環境負荷の少ないビジネススタ
イルへの転換を進めます。 

□⼀定規模以上の事業者は、法令に定めるところに
従い、計画的に、省エネや温室効果ガス削減に取
り組みます。 

□ごみの発⽣抑制及び再⽣利⽤に努めるとともに、産
業廃棄物と⼀般廃棄物を適正に分別し、法令に
基づく適正な処理を⾏います。 

【区の主な施策】 
□環境に配慮したライフスタイル・ビジネススタイルの普及                      
□環境負荷の低い交通⼿段の普及促進 
□環境教育の推進        
□事業所における環境配慮の促進 
□海洋プラスチックごみ問題への対応                        
□環境に配慮した住宅リノベーションの推進                   

□住まい・建物における省エネルギー機器の利⽤促進 
□事業所の省エネルギー化の促進 
□公共施設の⼀層の省エネルギー化 
□不⽤な「もの」を出さない暮らしや事業活動の促進 
□分別の徹底とリサイクルの推進 
□⾷品ロスの削減 

 
 

 

関連する SDGｓ 
の⽬標 

【区⺠・事業者との協働リーディングプロジェクト】 
④省エネポイントアクション 

省エネポイントアクション事業等により、家庭などでの温室効果ガス削減の取組 
みを⽀援していきます。電気・ガスの使⽤量削減などの取組み内容や省エネ効果 
に応じて区内商品券と交換できるポイントを提供しています。 
 
 

                                                                   省エネポイントアクションリーフレット 

⑤エコな消費⾏動 
ごみの発⽣抑制等を進めるため、ごみのことを捨てる時では 

なく商品を買う時に考えることを学ぶ「エコなお買い物体験」の 
実施や「せたがやスマートショップ」事業を推進します。 
 
                                                                    エコなお買い物体験の様⼦ 

基本⽬標4【地域社会】 

地球温暖化に対応し安⼼して暮らせる地域社会をつくります 

【区⺠の主な環境⾏動指針】 
□徒歩や⾃転⾞、公共交通等、環境負荷の低い交

通⼿段の利⽤に努めます。 
□敷地内に緑地や⼟の⾯を確保する、⾬⽔浸透ま

す・⾬⽔浸透管を設置するなど、⾬⽔の地下浸透
に努めます。 

□熱中症の予防、異常気象に関 
する情報の収集や活⽤など、気 
候変動に賢く適応するよう努め 
ます。 

【事業者の主な環境⾏動指針】 
□⼤規模な開発事業等の際には、環境配慮制度に

基づき、環境への負荷の低減や公害の防⽌、環境
の適正な保全回復・創出、近隣の気象災害の軽
減化への貢献等、環境への配慮に努めます。 

□オフィスビル等を新築、改築する際には、地球温暖
化やそれに伴う気象災害等へ対応できるよう配慮
します。 

□みどりのカーテンの設置、打ち⽔等の事業所の⼯夫
により、エネルギーの消費を抑制します。 

【区の主な施策】 
□⼤規模建築物等における環境配慮の推進                      
□⾵通しがよくゆとりのある都市空間の形成        
□⾵景づくりの推進 
□区役所の環境マネジメントシステムの推進 
□歩⾏者・⾃転⾞を主役とした交通の促進      
□環境の向上に資する道路整備                        

□グリーンインフラとしての施設整備            
□防災・減災対策の強化  
□ヒートアイランド対策の推進 
□熱中症対策の推進 
□感染症予防の普及啓発 
□都市農地の保全 

【区⺠・事業者との協働リーディングプロジェクト】 
⑥⾬⽔浸透・利⽤のすすめ（基本⽬標１とも関連） 
世⽥⾕区の地域特性を考慮し、地球温暖化に対する「適応策」として、グリーンインフラの取組みや⾬⽔浸透機能

の保全と再⽣及び⾬⽔貯留を進めます。「適応策」の実践を契機として、地域の特徴を活かしつつ、よりよい地域と社
会の創出・形成につなげていきます。  
 

＜⾬⽔貯留浸透施設の写真＞ 
 
 

 

 

 
       ⾬⽔タンク             ⾬⽔浸透ます                      ⾬⽔浸透管                  緑化された駐⾞場 

 
 

 

関連する SDGｓ 
の⽬標 
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基本⽬標5【⽣活環境】 

快適で暮らしやすい⽣活環境を確保します 

【区⺠の主な環境⾏動指針】 
□⾏政が発信する⼤気や⽔質等の調査結果に関す

る情報に関⼼を寄せ、⽣活環境の保全に向けた意
識を⾼めます。 

□⽇頃から近所の⼈々と地域の環境について、話し合
いによるコミュニケーションを図ることで、美しいまちづく
りに向けた意識を⾼めます。 

□吸い殻・空き⽸・レジ袋などのポイ捨て、公共の場所
や道路・公園での路上喫煙をしません。 

【事業者の主な環境⾏動指針】 
□法令を遵守し、⼤気、⽔質、騒⾳、振動等の公害

防⽌対策を実施します。 
□学校などの公共施設や住宅地に隣接する⼟地等の

管理にあたっては、できる限り農薬（除草剤を含
む）を使⽤しないよう努めます。また、農薬を散布せ
ざるを得ない場合には、⾶散防⽌に努めます。 

□きれいなまちをつくるため、地域の清掃活動等へ積
極的に参加します。 

 
 

 

関連する SDGｓ 
の⽬標 

【区⺠・事業者との協働リーディングプロジェクト】 
⑦みんなのまちのクリーン⼤作戦 

世⽥⾕区内の各地域では、町会・⾃治会、商店街、公⽴・私⽴学校、⼤学、 
事業者、区などの様々な団体が連携・協働しながらポイ捨て防⽌の啓発活動や 
まちの清掃活動を⾏っています。また、個⼈のボランティアによる地域のごみ拾いや、     多摩川クリーン作戦の様⼦ 
各家庭でも家の前の道路清掃などに取り組んでいます。 

こうした環境美化活動がさらに多くの区⺠や多様な団体による参加の輪を広げ、 
世⽥⾕の⽣活環境を守り、快適で安全なまちづくりを進めていきます。 
 

 
             環境美化清掃活動の様⼦ 

【区の主な施策】 
□⼤気汚染に関わる汚染物質等の監視・調査      
□⽔質等の調査の実施                   
□事業所等の公害防⽌指導                
□放射性物質対策 
□湧⽔等の保全 
□農薬の適正使⽤の啓発                   

□「世⽥⾕区たばこルール」や「地域環境美化清掃活
動」等による環境美化の徹底 

□「世⽥⾕区空家等対策計画」に基づく空家等の適
切な管理等の推進 

□有害⿃獣対策の推進 
□特定外来⽣物への対応 

⼆酸化炭素排出量 
920g-co2/部 

 
〒１５４̶８５０４    東京都世⽥⾕区世⽥⾕４丁⽬２１番２７号 
ＴＥＬ０３̶５４３２̶２２７９ ＦＡＸ０３̶５４３２̶３０６２    広報印刷物登録番号 Ｎｏ.１８３４ 

 
【編集・発⾏】 
世⽥⾕区 環境政策部 環境計画課 
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